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目的
下菜工業大学における 1 9 7 1 年入学生と
1 9 7 9 年入学生で、体格、体）］に変化が見られ
るかどうかを検討し、一般的に述ぺられているよ
うに、新入生が年々細長化し、体）］のおとろえが
現われているかを考察した。
対象及び方法
1 9 7 1 年から l 9 7 9 年まで8年間の学生を
対象として、各学科とも共通に学生番号の下 1 ケ
タがく 0>とく 5>の学生を抽出し、対象学生と
し 1 8 オと 1 9 オの 2 群に分類した。ただし、当
該番号が 2 0 オ以上、女千、留年生等は対象学生
から除外した。これら対象者は年度によりまらま
ちであるが、 1 8 オでは118~205 名、 l 9 
オでは 9 8 名～ l 6 5 名である。
測定項目は、一般的な体格を知るために、
Stature. Body weight. Chest girth 
と、これらから求められる index の、 ReI a tiｭ
v e we i g ht. Re I a t i v e c he st g i r th. 
Roh I er's index を求めた。また体力では、
Side step. Sargent jump. Back st ヽ
rength. Grip strength Standing trｭ
un'k flex1on. Trunk extension. Harｭ
vard step test.0)7種目であり、種々の角
度から体力を見た。これらの体格、体）Jについて
8 年閣の比較をするためにF検定を用いて差の検
定をした。
結果及び考察
1. 体格について： 1 9 7 1 年～ l 9 7 9年
の 8 年間隔及び、 l 9 7 1 年～ 1 9 7 5 年、
l 9 7 5年～ l 9 7 9年の 4年間際の差を比較検
定したものが表 1 である。 1 8 オ Stature は、
1971~1975年の間に 1.8 3cm伸び 5 ％水
準で有意であり、 8年間の比較で3.1 cm伸び 1%
水準で有意であった。 1975~1979年では
1.2 7cm伸びていたがその差は有はではなかった。
1 9オでは 8年間の比較で 2.0 cm伸び 1 ％水準で
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有意であったが、 4 年間の比較では伸びはみられ
たが有，ほではなかった。 l 8オ Body weigh し
は、 8 年間年々減少が見られたがいずれもその差
が有意であるには至っていなかった。 l 9 オでは
1 8 オとは逆に増加が見られた。この増加は極め
てわずかな増加であるが興味ある事だと思う。
Chest girth では、 l 8 オ 8 年聞の比較で
1. 7 4cm減少し、 1 ％水準で有意の差が認められ
たが 4 年間隔では漸減傾向はあるが差はみられな
い。 1 9 オも 1 8 オ同様 8年間隔に於てのみ 5%
水準で差が認められ、他では認められなかった。
またこれらの index を見ると、 1 8 オ Relatｭ
i ve chest girth の 8 年間の比較で 1 %、
1 9 オ及び 1 8 オの 1971~1975年の 4年
間と、 Rohler's index l 8 オに 5 ％水準で
有忍の差が認められ、漸減傾向であったが他には
認める廿が出来なかった。これらの結果から、人
学生の体格は、年々背が府く、胸が狭い非常にス
マートな体型になってきていると明言できるであ
ろう。この結果は猪飼、金f等の報告と一致して
いる。ただ今回の調査で Stature が増加し、
Chest girth が減少したのに Body weigｭ
ht が変化しないのは、 Stature の伸びによる
Body weight の増加と、 Chest girth の
減少による Body weight の減りがほぼ同じで
あったのではないかと推察される。
2. 体力について ：体力診断テスト 7 種目に
ついて 1 9 7 1 年～ 1 9 7 9年迄の 8年間に体力
がどのように変化したかを比較検定したものが表
2 である。先ず side step 1 8オでは 8 年聞
に 1 回多くなり 1 ％の水準で有意であった。 1 9 
オても 1. 6 回の増加が見られ 1 ％水準で有意であ
った。 Sargent jump 1 8 オでは 2.5cmの伸
びが見られ5 ％水準で有意であったが 1 9 オは
2.3 cmの伸びが見られたもののその差は有意では
なかった。 Back strength の比較では、
千菓体育学研究第 3号 1 9 7 9年
1 8 オ、 1 9オそれぞれ 1. 5 切、 0. 7切と増加が
見られたがこれらの差は有意ではなかった。
Grip s tr e ng th は、 1 8 オ、 1 9 オがそれぞ
れ 1.5 切、 2.4 切増加し、 5％の水料で有意であ
った。 Standing trunk flexion の 1 8 
オでは 2.2 C11!減少し、 1 ％水準で有意であり、
1 9 オでも l. 8cmの減少で 5 ％水準で有意の差で
あった。 Trunk extension も Standing
trunk f Jexs ion 同様減少が見られ、 1 8オ
で 3.1 C11!、 1 9 オ 2.1 cmと漸減しており両年令と
も 1 ％の水準で有意の差であった。 Harvard 
step test では、 1 8 オで 2.9 、 1 9 オでは
3.3の伸びが見られ、 1 9 オのみに 5 ％水準で有
意の差が認められた。これらの結果から、 Side 
step. Sargent jump の｛申ぴは、身長の伸
ぴが関係しているものと考えられる。筋力にあま
り大きな差がでなかったのは筋肉の太さの発育よ
り艮さの発育が勝っていたためと思われる。柔歓
性の漸減は、生活様式の近代化、平素の運動不足
による影薯であると言明できると思う。持久力に
ついては、 Harvard s t e p t es t のみで結
論をのぺるには早急すぎると思う。 1,500 m走
等の種目をも涸ぺる必要があるのではないかと思
う。身体が細長化している点から今回の Harva­
rd step test の向上が認められると思う。
Table 1 Comparison of Physique at four-year intervals 
Age 1971(s.46) l 975(s.50) 1979(s.54) t es t 
yr • S N 又 u2 N ヌ u2 N 又 uz 71:75 75:79 71:79 
I 8 169 167.65 2506 180 169.◄ 8 29.58 154 110.75 28.J 3 ｷf< ※※ 
Stature 
l 9 I ◄ I 16866 35.48 )65 16917 2657 109 170.6 34.6 ※※ 
I 8 169 6027 67.5 180 59.91 4292 15 4 59.28 51.72 
Body weight 
19 141 59.91 58.63 165 59.96 5 11 109 60.8 8 7143 
18 l69 87.37 27.05 180 8679 1309 154 85.63 2198 •..x,.:x ・
Chest girth 
1 9 141 87.58 21.94 165 86.85 19.09 109 86.05 2540 況
18 169 3521 17.36 180 3523 1176 154 3.06 15.9 
Relative weight 
19 l ◄ l 35.52 16.30 165 35.39 1 427 109 35」 4 15.3 
Relative chest 18 169 5211 7. 4 180 5082 3.73 15~ 5013 324 吝； ※※ 
girth l 9 1 4 1 51.93 8.86 165 50.83 516 109 50.32 7.85 ※ 
I 8 169 1 2 4.4 3 l 7 3 0 7 180 12276 151.35 154 120.54 204.39 :;: 
Rohler,s Index 
I 9 1 4 1 12.91 23329 165 12252 216.4 5 109 120.10 169.6 ◄ 
・炉1< " 1 %、 'i< = 5 % 
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Table 2 Comparison of Physical Fitness between Years of 1971 and 1979 
Age l 9 7 1 (s. 4 6) 1979(s.54) 
Test 
YT• S N ぇ u2 N x U' 
18 205 4 3. l 131 3 I 3 4 1 4.I I 9 3 4 9ヽ . .・.,:  
side step 
19 12 8 4 I 7 12.14 98 4 3 3 I 4.12 ；矢苔；
18 205 5 6.5 4 0.40 I 3 4 5 9.0 18.96 次
Sargent jump 
l 9 12 8 5 5.9 43.93 98 5 & 2 6235 
18 205 I 3 5.1 4 4 &2 1 l 3• I 3 6.6 2 7 0.20 
Back strength 
19 12 8 1338 38196 98 I 3 4 5 4 I &.I9 
18 205 4 4 4 31.3 J 1 3 4 4 5.9 28.5 4 .、K
Grip strength 
19 12 8 4 4 3 2 9.45 98 4 6 7 2 6.02 • :x•• ’ 
Standing Trunk 18 20 5 1 5 8 2357 I 3 4 I 3 6 2295 .>又：；；
Flex ion 19 J 2 8 I 5 I 27.06 98 1 33 2485 ... ｀ ．・. 
I 8 205 5 9.5 4 6 0 6 1 3 4 5 6 4 4 & 9 4 ※ •:i 
Trunk Extension 
19 I 2 8 5 8 3 4 6 4 9 98 5 62 4 9.06 ‘,；i ※ 
18 205 559 7 1 3 7 13 ◄ 5 8.8 I I 3 7 6 
Harvad steptest 
19 12 8 541 6 4 8 0 98 5 7.4 6 0 3 S さく
；彩:<= 1%、*-5% 
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